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【手続補正書】
【提出日】令和2年11月17日(2020.11.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
認知機能障害の処置で使用するためのシステムであって、
ワイヤフレームから形成された眼鏡と、
ワイヤフレームに連結され、ワイヤフレームと被験体の窩との間で周囲光レベルを検出す
るために配される、フォトダイオードと、
ワイヤフレームに連結され、被験体の窩へ光を向けるために配される、複数の光源と、
被験体の識別子を受け取るための入力装置と、
プロセッサを含む、神経刺激システムによって実行されるプロファイルマネージャーであ
って、前記プロセッサは、
　ルックアップに基づいて、被験体の識別子に対応するプロファイルを検索すること、
　プロファイルに基づいて、固定のパラメーターと可変のパラメーターを有する光パター
ンを選択すること、を行うように構成される、プロファイルマネージャーと、
神経刺激システムによって実行される光調整モジュールであって、
　周囲光レベルを使用してプロファイルに関連付けられるポリシーを適用することに基づ
いて可変パラメーターの値を設定するように構成された、光調整モジュールと、
神経刺激システムによって実行される光生成モジュールであって、
　光パターン、固定パラメーター、および周囲のレベルによって設定される可変パラメー
ターに基づいて出力信号を構築すること、および、
　構築された出力信号に合わせて被験体の窩へ光を向けるために複数の光源に出力信号を
提供することを行うように構成された、光生成モジュールと、
を含む、システム。
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【請求項２】
　固定パラメーターは、刺激周波数に対応し、可変パラメーターは強度レベルに対応する
、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　被験体の窩の１５度以内に光を向けるために配される複数の光源の少なくとも１つをさ
らに含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
フィードバックセンサーを介して、被験体の窩の動作を追跡するように構成されたフィー
ドバックモニターと、
被験体の窩の動作に反応して、被験体の窩の１５度以内に光を向けるために、複数の光源
の少なくとも１つを調整するようにさらに構成された光調整モジュールと、
をさらに含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項５】
フィードバックセンサーを使用して、生理状態を測定するように構成されたフィードバッ
クモニターと、
フィードバックモニターからの測定された生理状態を受信し、可変パラメーターを第２の
値に調整する命令を生成し、光調整モジュールに命令を送信するための副作用管理モジュ
ールと、
光調整モジュールからの命令を受信し、光パターンの可変パラメーターの第２の値を判定
するようにさらに構成された、光調整モジュールと、
を含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項６】
パルス繰返しモニターを使用して、被験体の心拍数を測定するように構成されたフィード
バックモニターと、
副作用管理モジュールであって、
　フィードバックモニターによって測定された心拍数を受信し、
　心拍数を閾値と比較し、
　比較に基づいて心拍数が閾値を越えると判定し、
　心拍数が閾値を越えるという判定に反応して、光の強度を低下させるために可変パラメ
ーターを第２の値へ調整するための、副作用管理モジュールと、
可変パラメーターの第２の値を受信し、および、複数の光源に、第２の値に対応する低い
強度の光を向けさせるために第２の出力信号を提供するようにさらに構成された光調整モ
ジュールと、
を含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項７】
パルス繰返しモニターを使用して被験体の心拍数を測定し、脳波センサーを使用して脳波
の活動を測定するように構成されたフィードバックモニターと、
副作用管理モジュールであって、
　フィードバックモニターによって測定された心拍数を受信し、脳波センサーによって測
定された脳波の活動を受信し、
　心拍数が第１の閾値未満であると判定し、脳波の活動が第２の閾値未満であると判定し
、
　心拍数が第１の閾値未満であり、および、脳波の活動が第２の閾値未満であるという判
定に反応して、光の強度を増大させるために、可変パラメーターを第２の値に調整するた
めの、副作用管理モジュールと、
可変パラメーターの第２の値を受信し、および、複数の光源に、第２の値に対応するより
増大した強度の光を向けさせるために第２の出力信号を提供するようにさらに構成された
光調整モジュールと、
を含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項８】
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認知機能障害はアルツハイマー病を含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項９】
認知機能障害の処置で使用するためのシステムであって、
眼鏡と、
眼鏡の一部に連結され、眼鏡の一部と被験体の窩との間で周囲光レベルを検出するために
配されるセンサーと、
眼鏡に連結され、被験体の窩へ光を向けるために配される、複数の光源と、
プロセッサを含む神経刺激システムであって、前記プロセッサは、
　ルックアップに基づいて、被験体の識別子に対応するプロファイルを検索し、
　プロファイルに基づいて、固定のパラメーターと可変のパラメーターを有する光パター
ンを選択し、
　周囲光レベルを使用してプロファイルに関連付けられるポリシーを適用することに基づ
いて可変パラメーターの値を設定し、
　光パターン、固定パラメーター、および周囲のレベルによって設定される可変パラメー
ターに基づいて出力信号を構築し、および、
　構築された出力信号に合わせて被験体の窩へ光を向けるために複数の光源に出力信号を
提供するように構成される、神経刺激システムと、
を含む、システム。
【請求項１０】
固定パラメーターは、刺激周波数に対応し、可変パラメーターは強度レベルに対応する、
請求項９に記載のシステム。
【請求項１１】
被験体の窩の１５度以内に光を向けるために配される複数の光源の少なくとも１つを含む
、請求項９に記載のシステム。
【請求項１２】
神経刺激システムは、
フィードバックセンサーを介して、被験体の窩の動作を追跡し、
被験体の窩の動作に反応して、被験体の窩の１５度以内に光を向けるために、複数の光源
の少なくとも１つを調整するようにさらに構成される、
請求項９に記載のシステム。
【請求項１３】
神経刺激システムは、
フィードバックセンサーを使用して生理状態を測定し、
フィードバックモニターから測定された生理状態を受信し、
可変パラメーターを第２の値に調整する命令を生成し、
光調整モジュールに命令を送信し、および、
光パターンの可変パラメーターについて第２の値を判定する、
ようにさらに構成される、請求項９に記載のシステム。
【請求項１４】
神経刺激システムは、
パルス繰返しモニターを使用して被験体の心拍数を測定し、
心拍数を閾値と比較し、
比較に基づいて心拍数が閾値を越えると判定し、
心拍数が閾値を越えるという判定に反応して、光の強度を低下させるために可変パラメー
ターを第２の値へ調整し、
複数の光源に、第２の値に対応する低い強度の光を向けさせるために、第２の出力信号を
提供する、
ようにさらに構成される、請求項９に記載のシステム。
【請求項１５】
神経刺激システムは、
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パルス繰返しモニターを使用して、被験体の心拍数を測定し、
脳波センサーを使用して脳波の活動を測定し、
心拍数が第１の閾値未満であると判定し、
脳波の活動が第２の閾値未満であると判定し、
心拍数が第１の閾値未満であり、および、脳波の活動が第２の閾値未満であるという判定
に反応して、光の強度を増大させるために、可変パラメーターを第２の値に調整し、
複数の光源に、第２の値に対応する増大した強度の光を向けさせるために、第２の出力信
号を提供する、
ようにさらに構成される、請求項９に記載のシステム。
【請求項１６】
認知機能障害はアルツハイマー病を含む、請求項９に記載のシステム。
【請求項１７】
認知機能障害の処置で使用するためのシステムであって、
眼鏡と、
眼鏡の一部に連結され、眼鏡の一部と被験体の窩との間で周囲光レベルを検出するために
配されるセンサーと、
眼鏡に連結され、被験体の窩へ光を向けるために配される、複数の光源と、
脳疾患の処置を必要とする被験体を処置する１つ以上のプログラムを実行するように構成
された１つ以上のプロセッサであって、１つ以上のプログラムが、治療セッションを行う
ための命令を含み、治療セッションが、
被験体の識別子に対応してプロファイルを特定し、
プロファイルに基づいて、固定のパラメーターと可変のパラメーターを有する光パターン
を選択し、
周囲光レベルを使用してプロファイルに関連付けられるポリシーを適用することに基づい
て可変パラメーターの値を設定し、
光パターン、固定パラメーター、および周囲のレベルによって設定される可変パラメータ
ーに基づいて出力信号を構築し、および、
構築された出力信号に合わせて被験体の窩へ光を向けるために複数の光源に出力信号を提
供する、ことを含む、システム。
【請求項１８】
固定パラメーターは刺激周波数に対応し、可変パラメーターは強度レベルに対応する、請
求項１７に記載のシステム。
【請求項１９】
被験体の窩の１５度以内に光を向けるために配される複数の光源の少なくとも１つを含む
、請求項１７に記載のシステム。
【請求項２０】
治療セッションは、
フィードバックセンサーを介して、被験体の窩の動作を追跡すること、および、
被験体の窩の動作に反応して、被験体の窩の１５度以内に光を向けるために、複数の光源
の少なくとも１つを調整することを含む、請求項１７に記載のシステム。
【請求項２１】
治療セッションは、
フィードバックセンサーを使用して生理状態を測定すること、
フィードバックモニターの測定された生理状態を受信すること、
可変パラメーターを第２の値に調整する命令を生成すること、
光調整モジュールに命令を送信すること、
光パターンの可変パラメーターについて第２の値を判定することを含む、請求項１７に記
載のシステム。
【請求項２２】
治療セッションは、
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パルス繰返しモニターを使用して、被験体の心拍数を測定すること、
心拍数を閾値と比較すること、
比較に基づいて心拍数が閾値を越えると判定すること、
心拍数が閾値を越えるという判定に反応して、光の強度を低下させるために可変パラメー
ターを第２の値へ調整すること、
複数の光源に、第２の値に対応する低い強度の光を向けさせるために、第２の出力信号を
提供することを含む、請求項１７に記載のシステム。
【請求項２３】
認知機能障害の処置で使用するためのシステムであって、
神経刺激システムの少なくとも１つのプロセッサによって実行されるフィードバックモニ
ターであって、マイクロフォンによって検出された周囲の音声信号の指標を受信するよう
に構成された、フィードバックモニターと、
神経刺激システムによって実行され、かつ、被験体の識別子を受け取り、識別子に対応す
るプロファイルから、固定パラメーターと可変パラメーターを含む音声信号を選択するよ
うに構成された、プロファイルマネージャーと、
神経刺激システムによって実行され、かつ、可変パラメーターに基づいて可変パラメータ
ーを第１の値に設定するように構成された音声生成モジュールと、
神経刺激システムによって実行され、かつ、固定パラメーターと可変パラメーターの第１
の値に基づいて出力信号を生成し、スピーカーに、被験体に対して音声を提供させるため
に、スピーカーへ出力信号を提供するように構成された音声生成モジュールと、
フィードバックセンサーを介して、第１の時間間隔中に被験体の生理状態を測定するよう
にさらに構成されたフィードバックモニターと、
神経刺激システムによって実行され、かつ、可変パラメーターを第２の値に調整するよう
に構成された音声調整モジュールと、
固定パラメーターと可変パラメーターの第２の値に基づいて第２の出力信号を生成し、ス
ピーカーに、被験体に対して修正した音声を提供させるために、スピーカーへ出力信号を
提供するようにさらに構成された音声生成モジュールを含む、システム。
【請求項２４】
神経刺激システムは、
第１の時間間隔後の第２の時間間隔の間、フィードバックモニターによって測定された生
理状態に基づいて、注意力のレベルを判定し、
注意力のレベルを閾値と比較し、
比較に基づき、注意力のレベルが閾値を満たさないと判定し、
注意力のレベルが閾値を満たさないということに反応して、可変パラメーターを第２の値
よりも大きな第３の値に調整する、
ようにさらに構成される、請求項２３に記載のシステム。
【請求項２５】
神経刺激システムは、
第２の時間間隔中にフィードバックモニターによって測定された第２の生理状態を判定し
、および、
第２の値未満の第３の値に可変パラメーターを調整する、
ようにさらに構成される、請求項２３に記載のシステム。
【請求項２６】
神経刺激システムは、
第２の時間間隔中にフィードバックモニターによって測定された第２の生理状態を判定し
、および、
第２の生理状態に基づき出力信号に音声信号を重ねる、
ようにさらに構成される、請求項２３に記載のシステム。
【請求項２７】
神経刺激システムは、



(6) JP 2020-501853 A5 2021.1.7

第２の時間間隔中にフィードバックモニターによって測定された第２の生理状態を検出し
、および、
検出に反応して、第２の生理状態に基づき出力信号に音声信号を重ねる、
ようにさらに構成される、請求項２３に記載のシステム。
【請求項２８】
神経刺激システムは、
第２の時間間隔中にフィードバックモニターによって測定された第２の生理状態を検出し
、
および、
検出に反応して、第２の生理状態に基づき出力信号に音声信号を重ねるようにさらに構成
され、音声信号は認知機能障害を処置するための治療セッションにおける残りの持続時間
を示す、請求項２３に記載のシステム。
【請求項２９】
神経刺激システムは、
第２の時間間隔中にフィードバックモニターによって測定された第２の生理状態を検出し
、
ポリシーを使用して、第２の生理状態に基づきあらかじめ録音された音声信号を選択し、
および、
検出に反応して、第２の生理状態に基づき出力信号にあらかじめ録音された音声信号を重
ねるようにさらに構成され、音声信号は認知機能障害を処置するための治療セッションに
おける残りの持続時間を示す、請求項２３に記載のシステム。
【請求項３０】
認知機能障害はアルツハイマー病を含む、請求項２３に記載のシステム。
【請求項３１】
認知機能障害の処置で使用するためのシステムであって、
マイクロフォンと、
スピーカーと、
フィードバックセンサーと、
少なくとも１つのプロセッサを含み、かつ、マイクロフォンとスピーカーに連結された、
神経刺激システムとを含み、
　前記神経刺激システムが、
　マイクロフォンによって検出される周囲の音声信号の指標を受け取り、
　被験体の識別子を受信し、
　識別子に対応するプロファイルから、固定パラメーターと可変パラメーターを含む音声
信号を選択し、
　可変パラメーターに基づき可変パラメーターを第１の値に設定し、
　固定パラメーターと可変パラメーターの第１の値に基づいて出力信号を生成し、
　スピーカーに、被験体へ音声を提供させるために、スピーカーへ出力信号を提供し、
　フィードバックセンサーを介して、第１の時間間隔中に被験体の生理状態を測定し、
　可変パラメーターを第２の値に調整し、および、
　固定パラメーターと可変パラメーターの第２の値に基づいて第２の出力信号を生成し、
および、スピーカーに、被験体に修正した音声を提供させるために、スピーカーへ出力信
号を提供する、
ように構成される、システム。
【請求項３２】
神経刺激システムは、
第１の時間間隔後の第２の時間間隔の間、フィードバックモニターによって測定された生
理状態に基づいて、注意力のレベルを判定し、
注意力のレベルを閾値と比較し、
比較に基づき、注意力のレベルが閾値を満たさないと判定し、
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注意力のレベルが閾値を満たさないということに反応して、可変パラメーターを第２の値
よりも大きな第３の値に調整する、
ようにさらに構成される、請求項３１に記載のシステム。
【請求項３３】
神経刺激システムは、
第２の時間間隔中にフィードバックモニターによって測定された第２の生理状態を判定し
、および、
第２の値未満の第３の値に可変パラメーターを調整する、
ようにさらに構成される、請求項３１に記載のシステム。
【請求項３４】
神経刺激システムは、
第２の時間間隔中にフィードバックモニターによって測定された第２の生理状態を判定し
、および、
第２の生理状態に基づき出力信号に音声信号を重ねる、
ようにさらに構成される、請求項３１に記載のシステム。
【請求項３５】
神経刺激システムは、
第２の時間間隔中にフィードバックモニターによって測定された第２の生理状態を検出し
、および、
検出に反応して、第２の生理状態に基づき出力信号に音声信号を重ねる、
ようにさらに構成される、請求項３１に記載のシステム。
【請求項３６】
神経刺激システムは、
第２の時間間隔中にフィードバックモニターによって測定された第２の生理状態を検出し
、
および、検出に反応して、第２の生理状態に基づき出力信号に音声信号を重ねるようにさ
らに構成され、音声信号は認知機能障害を処置するための治療セッションにおける残りの
持続時間を示す、請求項３１に記載のシステム。
【請求項３７】
神経刺激システムは、
第２の時間間隔中にフィードバックモニターによって測定された第２の生理状態を検出し
、
ポリシーを使用して、第２の生理状態に基づきあらかじめ録音された音声信号を選択し、
および、
検出に反応して、第２の生理状態に基づき出力信号にあらかじめ録音された音声信号を重
ねるようにさらに構成され、音声信号は認知機能障害を処置するための治療セッションに
おける残りの持続時間を示す、請求項３１に記載のシステム。
【請求項３８】
認知機能障害はアルツハイマー病を含む、請求項３１に記載のシステム。
【請求項３９】
認知機能障害の処置で使用するためのシステムであって、
マイクロフォンと、
スピーカーと、
フィードバックセンサーと、
脳疾患の処置を必要とする被験体を処置する１つ以上のプログラムを実行するように構成
された１つ以上のプロセッサであって、１つ以上のプログラムが、治療セッションを行う
ための命令を含み、治療セッションが、
　マイクロフォンによって検出された周囲の音声信号の指標を受信すること、
　被験体の識別子を受信すること、
　識別子に対応するプロファイルから、固定パラメーターと可変パラメーターを含む音声
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信号を選択すること、
　可変パラメーターに基づき可変パラメーターを第１の値に設定すること、
　固定パラメーターと可変パラメーターの第１の値に基づいて出力信号を設定すること、
　スピーカーに、被験体へ音声を提供させるために、スピーカーへ出力信号を提供するこ
と、
　フィードバックセンサーを介して、第１の時間間隔中に被験体の生理状態を測定するこ
と、
　可変パラメーターを第２の値に調整すること、および、
　固定パラメーターと可変パラメーターの第２の値に基づいて第２の出力信号を生成する
こと、および、スピーカーに、被験体に修正した音声を提供させるために、スピーカーへ
出力信号を提供することを、を含む、システム。
【請求項４０】
治療セッションは、
第１の時間間隔後の第２の時間間隔中に測定された生理状態に基づき、注意力レベルを判
定すること、
注意力のレベルを閾値と比較すること、
比較に基づき、注意力のレベルが閾値を満たさないと判定すること、
注意力のレベルが閾値を満たさないということに反応して、可変パラメーターを第２の値
よりも大きな第３の値に調整すること、を含む、
請求項３９に記載のシステム。
【請求項４１】
治療セッションは、
第２の時間間隔中に測定された第２の生理状態を判定すること、
可変パラメーターを第２の値未満の第３の値に調整すること、を含む、
請求項３９記載のシステム。
【請求項４２】
治療セッションは、
第２の時間間隔中に測定された第２の生理状態を判定すること、
第２の生理状態に基づき出力信号に音声信号を重ねること、を含む、
請求項３９に記載のシステム。
【請求項４３】
治療セッションは、
第２の時間間隔中に測定された第２の生理状態を検出すること、
検出に反応して、第２の生理状態に基づき出力信号に音声信号を重ねること、を含む、
請求項３９に記載のシステム。
【請求項４４】
治療セッションは、
第２の時間間隔中に測定された第２の生理状態を検出すること、
検出に反応して、第２の生理状態に基づき出力信号に音声信号を重ねることであって、音
声信号は認知機能障害を処置するための治療セッションにおける残りの持続時間を示すこ
と、を含む、
請求項３９に記載のシステム。
【請求項４５】
治療セッションは、
第２の時間間隔中に測定された第２の生理状態を検出すること、
ポリシーを使用して、第２の生理状態に基づきあらかじめ録音された音声信号を選択する
こと、
検出に反応して、第２の生理状態に基づき出力信号にあらかじめ録音された音声信号を重
ねることであって、音声信号は認知機能障害を処置するための治療セッションにおける残
りの持続時間を示す、ことを含む、
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請求項３９に記載のシステム。
【請求項４６】
認知機能障害はアルツハイマー病を含む、請求項３９に記載のシステム。
【請求項４７】
認知機能障害の処置で使用するためのシステムであって、
光源と、
スピーカーと、
視覚的な神経刺激システムによって実行され、かつ、光源を介して、第１のパラメーター
の第１の値を有する視覚刺激を与えるように構成された視覚信号伝達コンポーネントと、
スピーカーを介して、第２のパラメーターの第２の値を有する聴覚刺激を与えるように構
成された聴覚的な神経刺激システムによって実行される音声信号伝達コンポーネントと、
神経刺激オーケストレーションシステムによって実行され、かつ、
　第１の時間間隔の間、ポリシーに基づき変えられる視覚刺激または聴覚刺激の１つを選
択し、
　第１の時間間隔の間、ポリシーに基づき一定に保つべき視覚刺激または聴覚刺激のもう
一方を選択し、および、
　視覚的な神経刺激システムあるいは聴覚的な神経刺激システムの１つに、視覚刺激また
は聴覚刺激の１つを変えさせるために、変えられる視覚刺激あるいは聴覚刺激の選択され
た１つに対応する視覚的な神経刺激システムまたは聴覚的な神経刺激システムへ命令を与
える、
ように構成された刺激オーケストレーションコンポーネントとを含む、
システム。
【請求項４８】
神経刺激オーケストレーションシステムは、
第１の時間間隔後の第２の時間間隔の間、ポリシーに基づいて変えられる視覚刺激または
聴覚刺激のもう一方を選択し、
第２の時間間隔の間、ポリシーに基づいて一定に保つべき視覚刺激または聴覚刺激のもう
一方を選択し、および、
第２の時間間隔中に視覚的な神経刺激システムまたは聴覚的な神経刺激システムの１つに
、視覚刺激または聴覚刺激の１つを変えさせるために、第２の時間間隔中に変えられる視
覚刺激または聴覚刺激の選択された１つに対応する視覚的な神経刺激システムまたは聴覚
的な神経刺激システムへ命令を与える、
ようにさらに構成される、請求項４７に記載のシステム。
【請求項４９】
第１の時間間隔中に被験体の生理状態を検出するように構成されたフィードバックモニタ
ーをさらに含み、
神経刺激オーケストレーションシステムは、ポリシーを使用して、および、検出された生
理状態に基づき、第１の時間間隔中に変えられる視覚刺激または聴覚刺激の１つを選択す
るようにさらに構成される、
請求項４７に記載のシステム。
【請求項５０】
第１の時間間隔中に被験体の生理状態を検出するように構成されたフィードバックモニタ
ーを含み、
神経刺激オーケストレーションシステムは、
生理状態の検出に反応して、第１の時間間隔の後の第２の時間間隔中に変えられる視覚刺
激または聴覚刺激のもう一方を選択し、
第２の時間間隔の間、一定に保つべき視覚刺激または聴覚刺激のもう一方を選択し、
第２の時間間隔中に視覚的な神経刺激システムまたは聴覚的な神経刺激システムの１つに
、視覚刺激または聴覚刺激の１つを変えさせるために、第２の時間間隔中に変えられる視
覚刺激または聴覚刺激の選択された１つに対応する視覚的な神経刺激システムまたは聴覚
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的な神経刺激システムへ命令を与える、
ようにさらに構成される、請求項４７に記載のシステム。
【請求項５１】
周囲音レベルを検出するように構成されたマイクロフォンと、
周囲光レベルを検出するように構成されたフォトダイオードとを含み、
神経刺激オーケストレーションシステムは、周囲音レベルと周囲光レベルに基づいて、第
１の時間間隔中に変えられる視覚刺激または聴覚刺激の１つを選択するようにさらに構成
される、請求項４７に記載のシステム。
【請求項５２】
被験体へ末梢神経刺激を与えるための電極を含み、
神経刺激オーケストレーションシステムは、ポリシーに基づき、第２の時間間隔中に変え
られる視覚刺激、聴覚刺激、あるいは末梢神経刺激の１つを選択するようにさらに構成さ
れる、請求項４７に記載のシステム。
【請求項５３】
視覚刺激は第１の時間間隔中の変化のために選択され、
システムは、
第１の時間間隔中に被験体へ末梢神経刺激を提供するための電極と、
第１の時間間隔中に被験体の生理状態を検出するように構成されたフィードバックモニタ
ーとを含み、
神経刺激オーケストレーションシステムは、
生理状態の検出に反応して、第１の時間間隔の後の第２の時間間隔中に変えられる聴覚刺
激または末梢神経刺激の１つを選択し、
第２の時間間隔中に一定に保つべき視覚刺激を選択し、
第２の時間間隔中に一定に保つべき視覚的な神経刺激システムへ命令を与え、
第２の時間間隔中に一定に保つべき聴覚的な神経刺激システムへ命令を与え、および、
第２の時間間隔中に一定に保つべき電極へ命令を与える、
ようにさらに構成される請求項４７に記載のシステム。
【請求項５４】
認知機能障害はアルツハイマー病を含む、請求項４７に記載のシステム。
【請求項５５】
被験体の認知機能障害の処置で使用するためのシステムであって、
光出力源を介して、第１のパラメーターの第１の値を有する視覚刺激を提供するように構
成された視覚的な神経刺激システムと、
音声出力源を介して、第２のパラメーターの第２の値を有する聴覚刺激を提供するように
構成された聴覚的な神経刺激システムと、
神経刺激オーケストレーションシステムとを含み、
神経刺激オーケストレーションシステムは、
第１の時間間隔の間、ポリシーに基づき変えられる視覚刺激あるいは聴覚刺激の１つを選
択し、
第１の時間間隔の間、ポリシーに基づき一定に保つべき視覚刺激あるいは聴覚刺激のもう
一方を選択し、および、
視覚的な神経刺激システムあるいは聴覚的な神経刺激システムの１つに、視覚刺激または
聴覚刺激の１つを変えさせるために、変えられる視覚刺激または聴覚刺激の選択された１
つに対応する視覚的な神経刺激システムまたは聴覚的な神経刺激システムへ命令を与える
、
ように構成される、システム。
【請求項５６】
神経刺激オーケストレーションシステムは、
第１の時間間隔後の第２の時間間隔の間、ポリシーに基づいて変えられる視覚刺激または
聴覚刺激のもう一方を選択し、
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第２の時間間隔の間、ポリシーに基づいて一定に保つべき視覚刺激または聴覚刺激のもう
一方を選択し、および、
第２の時間間隔中に視覚的な神経刺激システムまたは聴覚的な神経刺激システムの１つに
、視覚刺激または聴覚刺激の１つを変えさせるために、第２の時間間隔中に変えられる視
覚刺激または聴覚刺激の選択された１つに対応する視覚的な神経刺激システムまたは聴覚
的な神経刺激システムへ命令を与える、
ようにさらに構成される、請求項５５に記載のシステム。
【請求項５７】
第１の時間間隔中に被験体の生理状態を検出するように構成されたフィードバックモニタ
ーを含み、
神経刺激オーケストレーションシステムは、ポリシーを使用して、および、検出された生
理状態に基づき、第１の時間間隔中に変えられる視覚刺激あるいは聴覚刺激の１つを選択
するようにさらに構成される、請求項５５に記載のシステム。
【請求項５８】
第１の時間間隔中に被験体の生理状態を検出するように構成されたフィードバックモニタ
ーを含み、
神経刺激オーケストレーションシステムは、
　生理状態の検出に反応して、第１の時間間隔の後の第２の時間間隔中に変えられる視覚
刺激または聴覚刺激のもう一方を選択し、
　第２の時間間隔の間、一定に保つべき視覚刺激あるいは聴覚刺激のもう一方を選択し、
および、
　第２の時間間隔中に視覚的な神経刺激システムまたは聴覚的な神経刺激システムの１つ
に、視覚刺激または聴覚刺激の１つを変えさせるために、第２の時間間隔中に変えられる
視覚刺激または聴覚刺激の選択された１つに対応する視覚的な神経刺激システムまたは聴
覚的な神経刺激システムへ命令を与える、
ようにさらに構成される、請求項５５記載のシステム。
【請求項５９】
周囲音レベルを検出するように構成されたマイクロフォンと、
周囲光レベルを検出するように構成されたフォトダイオードとを含み、
神経刺激オーケストレーションシステムは、周囲音レベルと周囲光レベルに基づいて、第
１の時間間隔中に変えられる視覚刺激または聴覚刺激の１つを選択するようにさらに構成
される、請求項５５に記載のシステム。
【請求項６０】
被験体へ末梢神経刺激を提供するための電極を含み、
神経刺激オーケストレーションシステムは、ポリシーに基づき、第２の時間間隔中に変え
られる視覚刺激、聴覚刺激、あるいは末梢神経刺激の１つを選択するようにさらに構成さ
れる、請求項５５に記載のシステム。
【請求項６１】
視覚刺激は第１の時間間隔中の変化のために選択され、
システムは、
第１の時間間隔中に被験体へ末梢神経刺激を提供するための電極と、
第１の時間間隔中に被験体の生理状態を検出するように構成されたフィードバックモニタ
ーとを含み、
神経刺激システムは、
生理状態の検出に反応して、第１の時間間隔の後の第２の時間間隔中に変えられる聴覚刺
激または末梢神経刺激の１つを選択し、
第２の時間間隔中に一定に保つべき視覚刺激を選択し、
第２の時間間隔中に一定に保つべき視覚的な神経刺激システムへ命令を与え、
第２の時間間隔中に一定に保つべき聴覚的な神経刺激システムへ命令を与え、および、
第２の時間間隔中に一定に保つべき電極へ命令を与える、
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ようにさらに構成される、請求項５５に記載のシステム。
【請求項６２】
認知機能障害はアルツハイマー病を含む、請求項５５に記載のシステム。
【請求項６３】
認知機能障害の処置で使用するためのシステムであって、
視覚的な神経刺激システムと、
聴覚的な神経刺激システムと、
神経刺激オーケストレーションシステムと、
光出力源と、
音声出力源と、
脳疾患の処置を必要とする被験体を処置するために１つ以上のプログラムを実行するよう
に構成された１つ以上のプロセッサを含み、
１つ以上のプログラムは治療セッションを行なうための命令を含み、
治療セッションは、
光出力源を介して、第１のパラメーターの第１の値を有する視覚刺激を提供すること、
音声出力源を介して、第２のパラメーターの第２の値を有する聴覚刺激を提供すること、
第１の時間間隔の間、ポリシーに基づいて変えられる視覚刺激または聴覚刺激の１つを選
択すること、
第１の時間間隔の間、ポリシーに基づいて一定に保つべき視覚刺激または聴覚刺激のもう
一方を選択すること、および、
視覚的な神経刺激システムまたは聴覚的な神経刺激システムの少なくとも１つに、視覚刺
激または聴覚刺激の１つを変えさせるために、変えられる視覚刺激または聴覚刺激の選択
された１つに対応する視覚的な神経刺激システムまたは聴覚的な神経刺激システムへ命令
を与えることを含む、
システム。
【請求項６４】
治療セッションは、
第１の時間間隔後の第２の時間間隔の間、ポリシーに基づいて変えられる視覚刺激または
聴覚刺激のもう一方を選択すること、
第２の時間間隔の間、ポリシーに基づいて一定に保つべき視覚刺激または聴覚刺激のもう
一方を選択すること、および、
第２の時間間隔中に、視覚的な神経刺激システムまたは聴覚的な神経刺激システムの１つ
に、視覚刺激または聴覚刺激の１つを変えさせるために、第２の時間間隔中に変えられる
視覚刺激または聴覚刺激の選択された１つに対応する視覚的な神経刺激システムまたは聴
覚的な神経刺激システムへ命令を与えること、
を含む、請求項６３に記載のシステム。
【請求項６５】
治療セッションは、
第１の時間間隔中に被験体の生理状態を検出すること、
ポリシーを使用して、および、検出された生理状態に基づいて、第１の時間間隔中に変え
られる視覚刺激または聴覚刺激の１つを選択すること、
を含む、請求項６３に記載のシステム。
【請求項６６】
治療セッションは、
第１の時間間隔中に被験体の生理状態を検出すること、
生理状態の検出に反応して、第１の時間間隔の後の第２の時間間隔中に変えられる視覚刺
激または聴覚刺激のもう一方を選択すること、
第２の時間間隔の間、一定に保つべき視覚刺激または聴覚刺激のもう一方を選択すること
、および、
第２の時間間隔中に、視覚的な神経刺激システムまたは聴覚的な神経刺激システムの１つ
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に、視覚刺激または聴覚刺激の１つを変えさせるために、第２の時間間隔中に変えられる
視覚刺激または聴覚刺激の選択された１つに対応する視覚的な神経刺激システムまたは聴
覚的な神経刺激システムへ命令を与えること、
を含む、請求項６３に記載のシステム。
【請求項６７】
治療セッションは、
周囲音レベルを検出すること、
周囲光レベルを検出すること、
周囲音レベルと周囲光レベルに基づいて、第１の時間間隔中に変えられる視覚刺激または
聴覚刺激の１つを選択すること、
を含む、請求項６３に記載のシステム。
【請求項６８】
治療セッションは、
電極を介して被験体へ末梢神経刺激を提供すること、および、
ポリシーに基づいて、第２の時間間隔中に変えられる視覚刺激、聴覚刺激、または末梢神
経刺激の１つを選択すること、
を含む、請求項６３に記載のシステム。
【請求項６９】
視覚刺激は第１の時間間隔中の変化のために選択され、
治療セッションは、
電極を介して第１の時間間隔中に被験体へ末梢神経刺激を提供すること、
第１の時間間隔中に被験体の生理状態を検出すること、
生理状態の検出に反応して、第１の時間間隔の後の第２の時間間隔中に変えられる聴覚刺
激または末梢神経刺激の１つを選択すること、
第２の時間間隔中に一定に保つべき視覚刺激を選択すること、
第２の時間間隔中に一定に保つべき視覚的な神経刺激システムへ命令を与えること、
第２の時間間隔中に一定に保つべき聴覚的な神経刺激システムへ命令を与えること、およ
び、
第２の時間間隔中に一定に保つべき電極へ命令を与えること、
を含む、請求項６３に記載のシステム。
【請求項７０】
認知機能障害はアルツハイマー病を含む、請求項６３に記載のシステム。
【請求項７１】
システムを使用して被験体へ刺激を与えることを含む認知機能障害の処置で使用するため
のシステムであって、前記システムは、
光源と、
スピーカーと、
視覚的な神経刺激システムによって実行され、かつ、光源を介して、第１のパラメーター
の第１の値を有する視覚刺激を与えるように構成された視覚信号伝達コンポーネントと、
スピーカーを介して、第２のパラメーターの第２の値を有する聴覚刺激を与えるように構
成された、聴覚的な神経刺激システムによって実行される音声信号伝達コンポーネントと
、
神経刺激オーケストレーションシステムによって実行される刺激オーケストレーションコ
ンポーネントであって、
　第１の時間間隔の間、ポリシーに基づいて変えられる視覚刺激または聴覚刺激の１つを
選択し、
　第１の時間間隔の間、ポリシーに基づいて一定に保つべき視覚刺激または聴覚刺激のも
う一方を選択し、および、
　視覚的な神経刺激システムまたは聴覚的な神経刺激システムの少なくとも１つに、視覚
刺激または聴覚刺激の１つを変えさせるために、変えられる視覚刺激または聴覚刺激の選
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択された１つに対応する視覚的な神経刺激システムまたは聴覚的な神経刺激システムへ命
令を与える、
ように構成された刺激オーケストレーションコンポーネントを含む、システム。
【請求項７２】
認知機能障害はアルツハイマー病を含む、請求項７１に記載のシステム。
【請求項７３】
様々な刺激モダリティに対する被験体の神経反応の評価で使用するためのシステムであっ
て、前記評価は、
被験体に複数の第１の神経刺激を連続して適用することであって、それぞれの第１の神経
刺激はあらかじめ定められた振幅によって定義され、それぞれの第１の神経刺激は、聴覚
刺激モダリティ、視覚刺激モダリティ、および末梢神経刺激モダリティを含む異なるモダ
リティの神経刺激に関連付けられる、ことと、
それぞれの第１の神経刺激を被験体に適用している間に、対応する第１の神経刺激に対す
る第１の脳波図（ＥＥＧ）応答を感知することと、
それぞれの第１の神経刺激に基づいて、第１の神経刺激に対する対応する第１のシミュレ
ートされたＥＥＧ応答を生成することと、
第１のＥＥＧ応答が被験体の特定の神経活動応答を示しているかどうかを判定するために
、それぞれの第１のＥＥＧ応答を、それぞれの対応する第１のシミュレートされた応答と
比較することと、
比較に基づいて、被験体の特定の神経活動応答に関連付けられるＥＥＧ応答に関連付けら
れる第１の神経刺激候補を選択することと、
第１の神経刺激候補について、複数の第２の神経刺激を被験体に適用することであって、
第２の神経刺激が可変する振幅値を有する、ことと、
それぞれの第２の神経刺激を被験体に適用している間に、被験体の第２のＥＥＧ応答を感
知することと、
それぞれの第２の神経刺激に基づいて、第２の神経刺激に対する対応する第２のシミュレ
ートされたＥＥＧ応答を生成することと、
第２のＥＥＧ応答が被験体の特定の神経活動応答を示しているかどうかを判定するために
、それぞれの第２のＥＥＧ応答を、それぞれの対応する第２のシミュレートされたＥＥＧ
応答と比較することと、
比較に基づいて、特定の神経反応に関連付けられる第２の神経刺激に対応する治療神経刺
激の治療振幅を選択することと、
治療振幅を使用して、被験体に治療神経刺激を適用することと、
を含む、システム。
【請求項７４】
被験体の眼のアイトラッキング、被験体の心拍数のモニタリング、あるいは、被験体の頭
部または身体の少なくとも１つの配向のモニタリングの１つ以上を実行することによって
、および、特定の神経活動応答が示されているかどうかを判定するために注意反応を使用
することによって、被験体の注意反応を感知すること、
をさらに含む、請求項７３に記載のシステム。
【請求項７５】
それぞれのシミュレートされた応答を生成することは、１人以上の被験体の過去の応答デ
ータに基づいて被験体のためのモデルを維持することを含み、過去の応答データは対応す
る神経刺激を用いる関連する以前の生理反応であり、モデルは、被験体の年齢パラメータ
ー、身長パラメーター、体重パラメーター、あるいは心拍数パラメーターの少なくとも１
つに基づく、請求項７３に記載のシステム。
【請求項７６】
複数の第１の神経刺激の少なくとも１つを適用することは、複数のモダリティを同時に適
用することを含む、請求項７３に記載のシステム。
【請求項７７】
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それぞれの治療神経刺激の治療パラメーターを変えることにより、複数の治療神経刺激を
適用する工程をさらに含む、請求項７３に記載のシステム。
【請求項７８】
治療パラメーターはデューティサイクルである、請求項７７に記載のシステム。
【請求項７９】
複数の治療神経刺激のそれぞれのデューティサイクルは、５０パーセント以下である、請
求項７８に記載のシステム。
【請求項８０】
治療神経刺激のモダリティは聴覚刺激モダリティであり、治療パラメーターはピッチであ
る、請求項７８に記載のシステム。
【請求項８１】
治療神経刺激のモダリティは視覚刺激モダリティであり、治療パラメーターは、色または
画像の選択の少なくとも１つを含む、請求項７８に記載のシステム。
【請求項８２】
治療神経刺激のモダリティは末梢神経刺激のモダリティであり、治療パラメーターは位置
である、請求項７８に記載のシステム。
【請求項８３】
様々な刺激モダリティに対する被験体の神経反応の評価で使用するためのシステムであっ
て、前記システムは、
メモリ装置に連結された１つ以上のプロセッサを備え、メモリ装置は、１つ以上のプロセ
ッサによって実行されるとき、１つ以上のプロセッサに、
　被験体に複数の第１の神経視覚刺激を連続して適用させることであって、それぞれの第
１の神経刺激はあらかじめ定められた振幅によって定義され、それぞれの第１の神経刺激
は、聴覚刺激モダリティ、視覚刺激モダリティ、および末梢神経刺激モダリティを含む異
なるモダリティの神経刺激に関連付けられる、こと、
　それぞれの第１の神経刺激を被験体に適用している間に、対応する第１の神経刺激に対
する第１の脳波図（ＥＥＧ）応答を感知させること、
　それぞれの第１の神経刺激に基づいて、第１の神経刺激に対する対応する第１のシミュ
レートされたＥＥＧ応答を生成させること、
　第１のＥＥＧ応答が被験体の特定の神経活動応答を示しているかどうかを判定するため
に、それぞれの第１のＥＥＧ応答を、それぞれの対応する第１のシミュレートされた応答
と比較させること、
　比較に基づいて、被験体の特定の神経活動応答に関連付けられるＥＥＧ応答に関連付け
られる第１の神経刺激候補を選択させること、
　第１の神経刺激候補について、可変する振幅値を有する複数の第２の神経刺激を被験体
に適用させること、
　それぞれの第２の神経刺激を被験体に適用している間に、被験体の第２のＥＥＧ応答を
感知させること、
　それぞれの第２の神経刺激に基づいて、第２の神経刺激に対する対応する第２のシミュ
レートされたＥＥＧ応答を生成させること、
　第２のＥＥＧ応答が被験体の特定の神経活動応答を示しているかどうかを判定するため
に、それぞれの第２のＥＥＧ応答を、それぞれの対応する第２のシミュレートされたＥＥ
Ｇ応答と比較させること、
　比較に基づいて、特定の神経反応に関連付けられる第２の神経刺激に対応する治療神経
刺激の治療振幅を選択させること、および、
　治療振幅を使用して、被験体に治療神経刺激を適用させること、
の命令を記憶する、システム。
【請求項８４】
１つ以上のプロセッサは、被験体の眼のアイトラッキング、被験体の心拍数のモニタリン
グ、あるいは、被験体の頭部または身体の少なくとも１つの配向のモニタリングの１つ以
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上を実行することによって、および、特定の神経活動応答が示されているかどうかを判定
するために注意反応を使用することによって、被験体の注意反応を感知する
、請求項８３に記載のシステム。
【請求項８５】
１つ以上のプロセッサは、１人以上の被験体の過去の応答データに基づいて被験体のため
のモデルを維持することにより、それぞれのシミュレートされた応答を生成し、過去の応
答データは対応する神経刺激を用いる関連する以前の生理反応であり、モデルは、被験体
の年齢パラメーター、身長パラメーター、体重パラメーター、あるいは心拍数パラメータ
ーの少なくとも１つに基づく、請求項８３に記載のシステム。
【請求項８６】
１つ以上のプロセッサは、複数のモダリティを同時に適用することにより複数の第１の神
経刺激の少なくとも１つを適用する、請求項８３に記載のシステム。
【請求項８７】
１つ以上のプロセッサは、それぞれの治療神経刺激の治療パラメーターを変えることによ
り、複数の治療神経刺激を適用する、請求項８３記載のシステム。
【請求項８８】
治療パラメーターはデューティサイクルである、請求項８７に記載のシステム。
【請求項８９】
複数の治療神経刺激のそれぞれのデューティサイクルは、５０パーセント以下である、請
求項８８に記載のシステム。
【請求項９０】
治療神経刺激のモダリティは聴覚刺激モダリティであり、治療パラメーターはピッチであ
る、請求項８８に記載のシステム。
【請求項９１】
治療神経刺激のモダリティは視覚刺激モダリティであり、治療パラメーターは、色または
画像の選択の少なくとも１つを含む、請求項８８に記載のシステム。
【請求項９２】
治療神経刺激のモダリティは末梢神経刺激のモダリティであり、治療パラメーターは位置
である、請求項８８に記載のシステム。
【請求項９３】
様々な刺激モダリティに対する被験体の神経反応の評価で使用するための非一時的なコン
ピュータ可読媒体であって、
非一時的なコンピュータ可読媒体は、１つ以上のプロセッサによって実行されるとき、１
つ以上のプロセッサに、
　被験体に複数の第１の神経視覚刺激を連続して適用させることであって、それぞれの第
１の神経刺激はあらかじめ定められた振幅によって定義され、それぞれの第１の神経刺激
は、聴覚刺激モダリティ、視覚刺激モダリティ、および末梢神経刺激モダリティを含む異
なるモダリティの神経刺激に関連付けられる、こと、
　それぞれの第１の神経刺激を被験体に適用している間に、対応する第１の神経刺激に対
する第１の脳波図（ＥＥＧ）応答を感知させること、
　それぞれの第１の神経刺激に基づいて、第１の神経刺激に対する対応する第１のシミュ
レートされたＥＥＧ応答を生成させること、
　第１のＥＥＧ応答が被験体の特定の神経活動応答を示しているかどうかを判定するため
に、それぞれの第１のＥＥＧ応答を、それぞれの対応する第１のシミュレートされた応答
と比較させること、
　比較に基づいて、被験体の特定の神経活動応答に関連付けられるＥＥＧ応答に関連付け
られる第１の神経刺激候補を選択させること、
　第１の神経刺激候補について、可変する振幅値を有する複数の第２の神経刺激を被験体
に適用させること、
　それぞれの第２の神経刺激を被験体に適用している間に、被験体の第２のＥＥＧ応答を
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感知させること、
　それぞれの第２の神経刺激に基づいて、第２の神経刺激に対する対応する第２のシミュ
レートされたＥＥＧ応答を生成させること、
　第２のＥＥＧ応答が被験体の特定の神経活動応答を示しているかどうかを判定するため
に、それぞれの第２のＥＥＧ応答を、それぞれの対応する第２のシミュレートされたＥＥ
Ｇ応答と比較させること、
　比較に基づいて、特定の神経反応に関連付けられる第２の神経刺激に対応する治療神経
刺激の治療振幅を選択させること、および、
　治療振幅を使用して、被験体に治療神経刺激を適用させること、
の命令を記憶する、非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項９４】
命令は、１つ以上のプロセッサに、被験体の眼のアイトラッキング、被験体の心拍数のモ
ニタリング、あるいは、被験体の頭部または身体の少なくとも１つの配向のモニタリング
の１つ以上を実行することによって、および、特定の神経活動応答が示されているかどう
かを判定するために注意反応を使用することによって、被験体の注意反応を感知させる、
請求項９３に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項９５】
命令は、１人以上の被験体の過去の応答データに基づいて被験体のモデルを維持すること
によって、１つ以上のプロセッサに、それぞれのシミュレートされた応答を生成させ、
過去の応答データは対応する神経刺激を用いる関連する以前の生理反応であり、モデルは
、被験体の年齢パラメーター、身長パラメーター、体重パラメーター、あるいは心拍数パ
ラメーターの少なくとも１つに基づく、請求項９３に記載の非一時的なコンピュータ可読
媒体。
【請求項９６】
命令は、１つ以上のプロセッサに、複数のモダリティを同時に適用することにより複数の
第１の神経刺激の少なくとも１つを適用させる、請求項９３に記載の非一時的なコンピュ
ータ可読媒体。
【請求項９７】
命令は、１つ以上のプロセッサに、それぞれの治療神経刺激の治療パラメーターを変える
ことにより、複数の治療神経刺激を適用させる、請求項９３に記載の非一時的なコンピュ
ータ可読媒体。
【請求項９８】
治療パラメーターはデューティサイクルである、請求項９７に記載の非一時的なコンピュ
ータ可読媒体。
【請求項９９】
複数の治療神経刺激のそれぞれのデューティサイクルは、５０パーセント以下である、請
求項９８に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項１００】
治療神経刺激のモダリティは聴覚刺激モダリティであり、治療パラメーターはピッチであ
る、請求項９８に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項１０１】
治療神経刺激のモダリティは視覚刺激モダリティであり、治療パラメーターは、色または
画像の選択の少なくとも１つを含む、請求項９８に記載の非一時的なコンピュータ可読媒
体。
【請求項１０２】
治療神経刺激のモダリティは末梢神経刺激のモダリティであり、治療パラメーターは位置
である、請求項９８に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項１０３】
様々な刺激モダリティのための評価の比較に基づく治療レジメンの生成で使用するための
システムであって、前記システムは、
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メモリ装置に連結された１つ以上のプロセッサを備え、メモリ装置は、１つ以上のプロセ
ッサによって実行されるとき、１つ以上のプロセッサに、
　聴覚刺激モダリティ、視覚刺激モダリティ、および末梢神経刺激モダリティのそれぞれ
について、
　被験体へ第１の評価を与える工程、
　第１の評価に基づいて、被験体の第１のタスク応答を判定する工程、
　被験体に第１の神経刺激を適用する工程、
　第１の神経刺激を適用した後に、被験体に第２の評価を与える工程、
　第２の評価に基づいて、被験体の第２のタスク応答を判定する工程、および、
　第２のタスク応答が被験体の特定の神経活動応答を示しているかどうかを判定するため
に、第２のタスク応答を、第１のタスク応答と比較する工程、
　第１のタスク応答と第２のタスク応答の比較に基づいて、聴覚刺激モダリティ、視覚刺
激モダリティ、および末梢神経刺激モダリティから刺激モダリティ候補を選択する工程、
および、
　刺激モダリティ候補を使用して、被験体のための治療レジメンを生成する工程、
を実行させる命令を記憶する、
システム。
【請求項１０４】
第１と第２の評価はそれぞれ、Ｎ－バック課題、連続的な反応時間試験、視覚協応試験、
随意運動試験、あるいは力発生試験の少なくとも１つを含む、請求項１０３に記載のシス
テム。
【請求項１０５】
１つ以上のプロセッサは、第２の評価のスコアの最大の増加、あるいは第２の評価の最も
高いスコアの少なくとも１つに関連するモダリティを選択することによって刺激モダリテ
ィ候補を選択する、請求項１０４に記載のシステム。
【請求項１０６】
１つ以上のプロセッサは、増加閾値よりも大きな第２の評価のスコアの増加、あるいは第
２のスコア閾値よりも大きな第２の評価のスコアの少なくとも１つに関連する少なくとも
１つのモダリティを選択することによって、刺激モダリティ候補を選択する、請求項１０
４に記載のシステム。
【請求項１０７】
それぞれのモダリティの第１の神経刺激は、同じあらかじめ定められた周波数で提供され
る、請求項１０３に記載のシステム。
【請求項１０８】
様々な刺激モダリティの評価の比較に基づく治療レジメンの生成で使用するための非一時
的なコンピュータ可読媒体であって、
非一時的なコンピュータ可読媒体は、１つ以上のプロセッサによって実行されるとき、１
つ以上のプロセッサに、
　聴覚刺激モダリティ、視覚刺激モダリティ、および末梢神経刺激モダリティのそれぞれ
について、
　被験体へ第１の評価を与える工程、
　第１の評価に基づいて、被験体の第１のタスク応答を判定する工程、
　被験体に第１の神経刺激を適用する工程、
　第１の神経刺激を適用した後に、被験体に第２の評価を与える工程、
　第２の評価に基づいて、被験体の第２のタスク応答を判定する工程、および、
　第２のタスク応答が被験体の特定の神経活動応答を示しているかどうかを判定するため
に、第２のタスク応答を、第１のタスク応答と比較する工程、
　第１のタスク応答と第２のタスク応答の比較に基づいて、聴覚刺激モダリティ、視覚刺
激モダリティ、および末梢神経刺激モダリティから刺激モダリティ候補を選択する工程、
および、
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　刺激モダリティ候補を使用して、被験体のための治療レジメンを生成する工程、
を実行させる命令を記憶する、
非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項１０９】
第１と第２の評価はそれぞれ、Ｎ－バック課題、連続的な反応時間試験、視覚協応試験、
随意運動試験、あるいは力発生試験の少なくとも１つを含む、請求項１０８に記載の非一
時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項１１０】
１つ以上のプロセッサは、第２の評価のスコアの最大の増加、あるいは第２の評価の最も
高いスコアの少なくとも１つに関連するモダリティを選択することによって、刺激モダリ
ティ候補を選択する、請求項１０９に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項１１１】
１つ以上のプロセッサは、増加閾値よりも大きな第２の評価のスコアの増加、あるいは第
２のスコア閾値よりも大きな第２の評価のスコアの少なくとも１つに関連する少なくとも
１つのモダリティを選択することによって、刺激モダリティ候補を選択する、請求項１０
９に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項１１２】
それぞれのモダリティの第１の神経刺激は、同じあらかじめ定められた周波数で提供され
る、請求項１０８に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項１１３】
治療セッションの実行で使用するためのシステムであって、前記システムは、
メモリ装置に連結された１つ以上のプロセッサを備え、
メモリ装置は、１つ以上のプロセッサによって実行されるとき、１つ以上のプロセッサに
、
　第１の刺激モダリティを有する第１の神経刺激、第２の刺激モダリティを有する第２の
神経刺激、および第２の刺激モダリティを有する第３の神経刺激を与える周波数を選択さ
せること、
　持続時間にわたって、その周波数の複数の第１のパルスとして、第１の神経刺激を被験
体に与えさせること、
　持続時間の第１の部分の間に、第２の神経刺激を、周波数の複数の第２のパルスとして
被験体に与えさせることであって、複数の第２のパルスが、第１のオフセットによって複
数の第１のパルスから相殺される、こと、
　第２の神経刺激を終了させること、
　第２の神経刺激を終了させる工程の後に、持続時間の第２の部分の間に、第３の神経刺
激を、周波数の複数の第３のパルスとして被験体に与えさせることであって、複数の第３
のパルスが、第１のオフセットとは異なる第２のオフセットによって複数の第１のパルス
から相殺され、第３の神経刺激と第２の神経刺激が同じ刺激モダリティを有する、こと、
の命令を記憶する、システム。
【請求項１１４】
第１のオフセットと第２のオフセットはそれぞれ、０よりも大きな無作為の値として、お
よび周波数の逆数と等しい時定数として、選択される、請求項１１３に記載のシステム。
【請求項１１５】
第１の刺激モダリティは、聴覚刺激モダリティ、視覚刺激モダリティ、または末梢神経刺
激モダリティの１つであり、第２の刺激モダリティは、聴覚刺激モダリティ、視覚刺激モ
ダリティ、または末梢神経刺激モダリティの別のものである、請求項１１３に記載のシス
テム。
【請求項１１６】
複数の第１のパルスのパルス幅は、複数の第２のパルスあるいは複数の第３のパルスの少
なくとも１つのパルス幅とは異なる、請求項１１３に記載のシステム。
【請求項１１７】
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治療セッションの実行で使用するための非一時的なコンピュータ可読媒体であって、
非一時的なコンピュータ可読媒体は、１つ以上のプロセッサによって実行されるとき、１
つ以上のプロセッサに、
　第１の刺激モダリティを有する第１の神経刺激、第２の刺激モダリティを有する第２の
神経刺激、および第２の刺激モダリティを有する第３の神経刺激を与える周波数を選択さ
せること、
　持続時間にわたって、その周波数の複数の第１のパルスとして、第１の神経刺激を被験
体に与えさせること、
　持続時間の第１の部分の間に、第２の神経刺激を、周波数の複数の第２のパルスとして
被験体に与えさせることであって、複数の第２のパルスが、第１のオフセットによって複
数の第１のパルスから相殺される、こと、
　第２の神経刺激を終了させること、
　第２の神経刺激を終了させた後に、持続時間の第２の部分の間に、第３の神経刺激を、
周波数の複数の第３のパルスとして被験体に与えさせることであって、複数の第３のパル
スが、第１のオフセットとは異なる第２のオフセットによって複数の第１のパルスから相
殺され、第３の神経刺激と第２の神経刺激が同じ刺激モダリティを有する、こと、
の命令を記憶する、非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項１１８】
第１のオフセットと第２のオフセットはそれぞれ、０よりも大きな無作為の値として、お
よび周波数の逆数と等しい時定数として、選択される、請求項１１７に記載の非一時的な
コンピュータ可読媒体。
【請求項１１９】
第１の刺激モダリティは、聴覚刺激モダリティ、視覚刺激モダリティ、または末梢神経刺
激モダリティの１つであり、第２の刺激モダリティは、聴覚刺激モダリティ、視覚刺激モ
ダリティ、または末梢神経刺激モダリティの別のものである、請求項１１７に記載の非一
時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項１２０】
複数の第１のパルスのパルス幅は、複数の第２のパルスあるいは複数の第３のパルスの少
なくとも１つのパルス幅とは異なる、請求項１１７に記載の非一時的なコンピュータ可読
媒体。
【請求項１２１】
神経刺激を適用している間の注意散漫の予防で使用するためのシステムであって、前記シ
ステムは、
メモリ装置に連結された１つ以上のプロセッサを備え、メモリ装置は、１つ以上のプロセ
ッサによって実行されるとき、１つ以上のプロセッサに、
　被験体に第１の神経刺激を適用させること、
　第１の神経刺激中の複数の第１の時点で、複数の第１の注意散漫防止措置を適用させる
ことであって、複数の第１の注意散漫防止措置が可聴警告または可視警告の少なくとも１
つを含む、こと、
　第１の神経刺激中に、被験体の視点方向、頭部の位置、心拍数、あるいは呼吸数の少な
くとも１つを含む注意力パラメーターを測定させること、
　注意散漫および対応する注意散漫の時間を識別するために、注意力パラメーターと対応
する第１の閾値とを比較させること、
　注意散漫防止措置前後の注意力パラメーターの変化を、第２の閾値と比較することによ
り、それぞれの第１の注意散漫防止措置が効果的であるかどうかを判定させること、
　第１の注意散漫防止措置が効果的であるという判定に反応して、複数の第２の注意散漫
防止措置に注意散漫防止措置を含ませること、
　複数の第１の時点よりもそれぞれの注意散漫時に近い複数の第２の時点を選択させるこ
と、および、
　複数の第２の時点で複数の第２の注意散漫防止措置を適用している間に、被験体に第２
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の神経刺激を適用させること、
の命令を記憶する、システム。
【請求項１２２】
メモリ装置は、１つ以上のプロセッサによって実行されるとき、１つ以上のプロセッサに
、
　各注意散漫の識別に応じて、注意散漫の数を増加させること、
　それぞれの効果的な第１の注意散漫防止措置の後に注意散漫の数を再設定させること、
　注意散漫の対応する数の大きさに基づいて、複数の第１の注意散漫防止措置をランク付
けさせること、
の命令をさらに記憶する、請求項１２１に記載のシステム。
【請求項１２３】
第１の神経刺激は、聴覚刺激、視覚刺激、または末梢神経刺激の少なくとも１つを含む、
請求項１２１に記載のシステム。
【請求項１２４】
神経刺激を適用している間の注意散漫の予防で使用するための非一時的なコンピュータ可
読媒体であって、
非一時的なコンピュータ可読媒体は、１つ以上のプロセッサによって実行されるとき、１
つ以上のプロセッサに、
　被験体に第１の神経刺激を適用させること、
　第１の神経刺激中の複数の第１の時点で、複数の第１の注意散漫防止措置を適用させる
ことであって、複数の第１の注意散漫防止措置が可聴警告または可視警告の少なくとも１
つを含む、こと、
　第１の神経刺激中に、被験体の視点方向、頭部の位置、心拍数、あるいは呼吸数の少な
くとも１つを含む注意力パラメーターを測定させること、
　注意散漫および対応する注意散漫の時間を識別するために、注意力パラメーターと対応
する第１の閾値とを比較させること、
　注意散漫防止措置前後の注意力パラメーターの変化を、第２の閾値と比較することによ
り、それぞれの第１の注意散漫防止措置が効果的であるかどうかを判定させること、
　第１の注意散漫防止措置が効果的であるという判定に反応して、複数の第２の注意散漫
防止措置に注意散漫防止措置を含ませること、
　複数の第１の時点よりもそれぞれの注意散漫時に近い複数の第２の時点を選択させるこ
と、および、
　複数の第２の時点で複数の第２の注意散漫防止措置を適用している間に、被験体に第２
の神経刺激を適用させること、
の命令を記憶する、非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項１２５】
非一時的なコンピュータ可読媒体は、１つ以上のプロセッサによって実行されるとき、１
つ以上のプロセッサに、
　各注意散漫の識別に応じて、注意散漫の数を増加させること、
　それぞれの効果的な第１の注意散漫防止措置の後に注意散漫の数を再設定させること、
および、
　注意散漫の対応する数の大きさに基づいて、複数の第１の注意散漫防止措置をランク付
けさせること、
の命令を記憶する、請求項１２４に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項１２６】
第１の神経刺激は、聴覚刺激、視覚刺激、または末梢神経刺激の少なくとも１つを含む、
請求項１２４に記載の非一時的なコンピュータ可読媒体。
【請求項１２７】
刺激の適用の前、適用と同時に、または適用の後に、被験体に薬剤を投与することをさら
に含む、請求項７１および７２のいずれか１つに記載のシステム。
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【請求項１２８】
薬剤はモノクローナル抗体である、請求項１２７に記載のシステム。
【請求項１２９】
モノクローナル抗体はアデュカヌマブである、請求項１２８に記載のシステム。
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